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2017年12月6日 

報道関係各位 

診療明細書に関する患者調査2017 
連合は「お医者さんにかかったら、明細のわかる領収書をもらおう」運動に取り組ん

できました。以前は、患者が支払った医療費に領収書を発行しない医療機関は珍しく

ありませんでした。また、領収書を発行していても、その領収書は、合計金額だけが印

字されたレシートが多く、医療機関の名前すら入っていないようなものも少なくありま

せんでした。しかし、ねばり強く運動を続けたことが実って、医療機関における領収書

の発行、さらには医療費の内訳がわかる診療明細書の発行が進められてきましたが、

レセプトの電子化が進んでいない診療所（※1）などでは、まだ完全とはいえない状況で

す。 

 

そこで、連合（日本労働組合総連合会）（http://www.jtuc-rengo.or.jp）（所在地：東京都千代田区、会長：神津 里

季生）は、診療所における診療明細書発行の実態を把握するため、2015年に続いて2回目の「診療明細書に関す

る患者調査」をインターネットリサーチにより、2017年8月8日～8月10日の3日間において実施し、直近1ヶ月間に診

療所で受診した全国の30歳以上の男女1,000名の有効サンプルを集計しました。（調査協力機関：ネットエイジア株

式会社） 

※1 医療法上の定義で「診療所」とは、入院設備がない、あるいは入院できる患者定員が19名以下（19床以下）である医療機関のこ

と。（20名以上の場合は「病院」と定義されています。） 

◆診療所における診療明細書の受け取りについて （P.2～P.3） 

・診療所で診療明細書を「受け取らなかったことがある」6.7% 2015年調査から減少 

・診療明細書を受け取らなかった理由 6割強の人が「出されなかったから」と回答 

◆診療明細書の内容に対して感じること （P.4） 

・診療明細書の内容に対する印象 

「個々の医療の値段に関心を持った」約5割、「項目名がわかりにくい」2割半 

「後で調べるために使える」や「診療内容に関心を持った」という声も 

◆受け取った診療明細書の活用方法について （P.5～P.6） 

・診療明細書の活用方法 「病気の記録として保存」約4割、「家計管理」2割強 

高齢者のほうが診療明細書を活用している傾向 65-74歳では約4人に3人が活用 

診療明細書を病気の記録として活用している人が65歳以上では2015年調査より大幅に増加 

・診療明細書と医療費通知で「金額の不一致があった」8.3% 2015年調査の1.8%から上昇 

◆診療明細書の発行義務免除について （P.7～P.8） 

・診療明細書の発行義務免除に対する意識 「常勤医師が高齢の場合でも発行すべき」4割強 

「システム改修が必要な場合でも発行すべき」と 

「窓口自己負担が無料の場合でも発行すべき」は3割強 

・診療明細書を活用している人では「常勤医師が高齢の場合でも発行すべき」は約5割に 
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～～診療所における診療明細書の受け取りについて～～ 

◆診療所で診療明細書を「受け取らなかったことがある」6.7% 2015年調査から減少 

◆診療明細書を受け取らなかった理由 6割強の人が「出されなかったから」と回答 

 

直近1ヶ月間に診療所で受診した全国の30歳以上の男女1,000名（全回答者）に、診療明細書の受け取り状況に

ついて聞きました。 

 

まず、全回答者（1,000名）に、直近1ヶ月間に診療所で受診した診療科を聞いたところ、「内科」53.4%、「歯科」

22.9%、「整形外科」14.5%、「眼科」12.6%、「皮膚科」10.7%となりました。 
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◆この1ヶ月間に診療所で受診した診療科 ［複数回答形式］
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続いて、直近 1 ヶ月間に診療所で受診した際に、診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収

書）を受け取ったか聞いたところ、「毎回、診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け

取った」が 90.5%となった一方、『受け取らなかったことがある（計）』は 6.7%（※2）となりました。 

2015年調査と『受け取らなかったことがある（計）』を比較すると、2015年 9.9%→2017年 6.7%となりました。診療明

細書を受け取らなかったことがある人は、2015年調査でも 1割程度でしたが、さらに少なくなっているようです。 

※2 「診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取らなかったことがある→支払合計額だけ書かれた領

収書を受け取ることがあった」5.3%と「診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取らなかったことがある

→支払合計額だけ書かれた領収書も受け取っていない」1.4%の合計 
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◆この1ヶ月間に診療所で受診した際の診療明細書の受け取り状況 ［単一回答形式］

毎回、診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取った

診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取らなかったことがある

→支払合計額だけ書かれた領収書を受け取ることがあった
診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取らなかったことがある
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それでは、診療明細書を受け取ったとき、また、受け取らなかったときは、どのような状況だったのでしょうか。 

 

毎回、診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取った 905 名に、診療明細書を

受け取った時の状況を聞いたところ、「何も言わなくても診療明細書が出された」94.5%となりました。他方、「自分か

ら診療明細書を出すよう求めた」（2.3%）といった自分から依頼して受け取った人や、「医療機関から『診療明細書は

必要ですか？』と聞かれた上で出された」（3.0%）といった必要かどうか確認されたうえで受け取った人も、僅かでは

あるもののみられました。診療明細書の発行に積極的ではない診療所もあるようです。 
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◆診療明細書を受け取った時の状況 ［単一回答形式］

対象：診療所での受診の際に、毎回、診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取った人

 

 

次に、診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取らなかったことがある 67 名に、

診療明細書を受け取らなかった理由を聞いたところ、「診療明細書が出されなかったから」が 62.7%、「何も言わなく

ても診療明細書が出されたが、不要だから断った」11.9%、「医療機関から『診療明細書は必要ですか？』と聞かれ

たので断った」16.4%、「その他」9.0%となりました。断って受け取っていないのではなく、診療明細書が出されなかっ

たという人が多数派のようです。 
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◆診療明細書を受け取らなかった理由 ［単一回答形式］

対象：診療所での受診の際に、

診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取らなかったことがある人

 

 

さらに、診療明細書を受け取らなかった理由を「出されなかったから」とした 42名に、出されなかった時にどうした

か聞いたところ、「特に気にせず、何もしなかった」が 76.2%で最多回答でしたが、「なぜ診療明細書が出されないの

か気になったが、言い出せなかった」が 21.4%、「診療明細書を出すようお願いしたが、もらえなかった」が 2.4%となり

ました。気になったものの言い出せなかったという人は少なくないようで、また、お願いしたにも関わらずもらえなか

ったという人もいることが明らかになりました。 
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特に気にせず、何もしなかった

なぜ診療明細書が出されないのか気になったが、言い出せなかった

診療明細書を出すようお願いしたが、もらえなかった

◆診療明細書が出されなかった時、どうしたか ［単一回答形式］

対象：診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取らなかった理由を

「診療明細書が出されなかったから」と回答した人
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～～診療明細書の内容に対して感じること～～ 

◆診療明細書の内容に対する印象 「個々の医療の値段に関心を持った」約5割、「項目名がわかりにくい」2割半 

「後で調べるために使える」や「診療内容に関心を持った」という声も 

 

毎回、診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取った 905名に、受け取った診療

明細書の内容について、どのようなことを感じているか聞いたところ、最も多かったのは「診療内容の個々の項目

の点数（単価）が記載されているので、個々の医療の値段に関心を持った」で 48.8%、以下、「診療内容の個々の項

目名が聞き慣れないのでわかりにくい」26.4%、「診療内容の個々の正式名称が記載されているので、後でいろいろ

と調べることができると思った」17.3%、「診療内容に今まで以上に関心を持った」16.0%が続きました。個々の医療の

値段や診療内容に関心を持った人がいた一方で、聞き慣れない項目があってわかりにくいという人もみられるなど、

患者にとってわかりやすい診療報酬項目としていくことや、診療報酬の簡素化が課題であると言えます。 
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◆受け取った診療明細書の内容について、どのようなことを感じているか ［複数回答形式］

対象：診療所での受診の際に、毎回、診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取った人
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～～受け取った診療明細書の活用方法について～～ 

◆診療明細書の活用方法 「病気の記録として保存」約4割、「家計管理」2割強 

高齢者のほうが診療明細書を活用している傾向 65-74歳では約4人に3人が活用 

診療明細書を病気の記録として活用している人が65歳以上では2015年調査より大幅に増加 

◆診療明細書と医療費通知で「金額の不一致があった」8.3% 2015年調査の1.8%から上昇 

 

では、受け取った診療明細書は、どのようなことに活用されているのでしょうか。 

 

毎回、診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取った 905名に、受け取った診療

明細書の活用方法を聞いたところ、「病気の記録として保存している」が最も多く 37.0%、「家計管理に活用してい

る」が 21.4%、「受けた診療内容と一致しているかチェックしている」が 12.5%、「医薬品や検査の名称をみてインター

ネット等で調べ、医療の知識を深めている」が 9.8%、「保険者（健康保険証の発行者）から後日送付される医療費通

知と照らし合わせてチェックしている」が 8.0%になるなどし、活用している人の割合を算出すると 63.9%となりました。 
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◆受け取った診療明細書の活用方法 ［複数回答形式］

対象：診療所での受診の際に、毎回、診療明細書（または内訳がわかる明細が付記されている領収書）を受け取った人
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受け取った診療明細書を活用している人の割合を年齢層別にみると、65-74歳では 73.2%、75歳以上では 65.9%

と、他の年齢層と比べて高くなりました。高齢者のほうが、受け取った診療明細書を活用しているようです。 
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また、受け取った診療明細書の活用について、前回調査（2015 年調査）と比較をすると、「病気の記録として保

存している」では、2015 年 23.8%→2017 年 37.0%と 13.2ポイントの上昇となりました。受け取った診療明細書を活用

して、自身の受診歴や病歴を把握していこうと考える人は増えているようです。 

年齢層別にみると、65-74歳と 75歳以上では 20ポイント前後上昇していました。 
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続いて、毎回、診療明細書を受け取り、診療明細書と医療費通知を照らし合わせてチェックしている 72 名に、チ

ェックした際に、金額が一致しなかったことがあったか聞いたところ、「金額が一致していないことは、なかった」が

72.2%となった一方、「金額が一致していないことが、あった」が 8.3%となりました。診療明細書と医療費通知を照らし

合わせた人の約 1割が、金額不一致の経験をしていることがわかりました。 

2015 年調査と「金額が一致していないことが、あった」を比較すると、2015 年 1.8%→2017 年 8.3%となっており、2

年前よりも増えている様子がうかがえました。 
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◆診療明細書に書かれた金額と、医療費通知に書かれた金額が一致していなかったことはあったか ［単一回答形式］

対象：診療所での受診の際、毎回、診療明細書を受け取り、診療明細書と医療費通知を照らし合わせてチェックしている人
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～～診療明細書の発行義務免除について～～ 

◆診療明細書の発行義務免除に対する意識 「常勤医師が高齢の場合でも発行すべき」4割強 

「システム改修が必要な場合でも発行すべき」と「窓口自己負担が無料の場合でも発行すべき」は 3割強 

◆診療明細書を活用している人では「常勤医師が高齢の場合でも発行すべき」は約 5割に 

診療所では、以下のような場合、診療明細書を出さなくてもよいとされています。 

・常勤医師が高齢（※3）の場合 

・診療明細書を発行するためにはシステム改修が必要な場合 

※3 レセプト・コンピュータを使用している診療所の常勤医師は、生年月日が 1945 年 7 月 2 日以前の場合、レセプト・コンピュータの

ない診療所の常勤医師は、生年月日が 1946年 4月 2 日以前の場合 

 

また、診療所に限らずすべての医療機関は、子どもの医療や生活保護を受ける医療など、窓口自己負担が無

料の場合、診療明細書を出さなくてもよいとされています（※4）。 

※4 ただし、患者の求めがあれば、診療明細書を発行することが努力義務とされている 

 

そこで、全回答者（1,000 名）に、このような発行義務免除について、どう思うか聞いたところ、「常勤医師が高齢

の場合でも例外なく無料発行すべき」42.5%、「システム改修が必要な場合でも例外なく無料発行すべき」31.6%、「窓

口自己負担が無料の場合でも例外なく無料発行すべき」32.8%となり、「いずれの場合も、例外としてやむを得ない」

は 35.4%でした。 

ここで、診療明細書の活用状況別にみると、活用している人では「常勤医師が高齢の場合でも例外なく無料発行

すべき」が 48.3%と約 5割だったのに対し、活用していない人では 32.7%にとどまりました。また、「システム改修が必

要な場合でも例外なく無料発行すべき」と「窓口自己負担が無料の場合でも例外なく無料発行すべき」は、活用し

ている人では、それぞれ 37.3%、37.2%と約 4 割になりましたが、活用していない人では、それぞれ 22.0%、25.5%と 2

割台にとどまりました。診療明細書を活用している人ほど診療明細書の発行義務免除に対し厳しい目を向けてい

るようです。 

 

42.5 

31.6 32.8 35.4 

48.3 

37.3 37.2 

28.5 
32.7

22.0
25.5

46.9

0%

25%

50%

75%
全体【n=1000】

診療明細書を活用している人【n=627】

診療明細書を活用していない人【n=373】

◆診療明細書の発行義務免除について、どう思うか ［複数回答形式］
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では、どのような理由から、例外なく無料発行すべきだと考えられているのでしょうか。 

 

「いずれの場合も、例外としてやむを得ない」と回答した人を除く 646名の回答をみると、常勤医師が高齢の場合

では「高齢は理由にならない。患者には医師の年齢は関係ない」（男性・50-64 歳）や「レセプトや精算は医療事務

が行うため、医師が高齢でも支障はない」（女性・30-39 歳）、システム改修が必要な場合では「代替手段があるは

ず」（75歳以上）や「コストをかけてでも発行すべき」（女性・65-74歳）、窓口自己負担が無料の場合では「自己負担

はなくても治療費は発生しているはず」（男性・30-39 歳）や「自己負担はなくても患者は患者である」（女性・65-74

歳）といったことが理由として挙げられました。 

 

◆例外なく無料発行すべきだと思う理由 ［自由回答より抜粋］

対象：「いずれの場合も、例外としてやむを得ない」と回答した人を除く646名

・常勤医師が高齢の場合でも発行すべき理由

・システム改修が必要な場合でも発行すべき理由

・窓口自己負担が無料の場合でも発行すべき理由

自己負担はなくても治療費は発生しているはず（男性・30-39歳）

自己負担はなくても患者は患者である（女性・65-74歳）

自己負担ゼロだとサービスが受けられないというのはおかしい（女性・40-49歳）

自己負担がゼロの場合は、過大請求を防止するためむしろ厳格に出すべき（男性・65-74歳）

治療を受けたのが子どもであれば、余計に治療内容を確認したい（女性・30-39歳）

代替手段があるはず（男性・75歳以上）

コストをかけてでも発行すべき（女性・65-74歳）

改修しない限り、いつまでも発行しなくてよいことになる（男性・30-39歳）

システムは診療所の都合で、患者には関係ない（女性・50-64歳）

国が補助するなどの措置を取るべき（男性・40-49歳）

高齢は理由にならない。患者には医師の年齢は関係ない（男性・50-64歳）

患者からすれば、受診前にその医師が対象の高齢者か判断がつかない（男性・30-39歳）

レセプトや精算は医療事務が行うため、医師が高齢でも支障はない（女性・30-39歳）

スペシャリストとして当然である（男性・40-49歳）

パソコンが無理なら手書きでも出せばよい（女性・65-74歳）
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本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、「連合調べ」と 

付記のうえご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 

連合（日本労働組合総連合会) 

 

総合政策局 生活福祉局  担当：長江 

TEL  ：03-5295-0523 

E メール ：jtuc-seikatsu@sv.rengo-net.or.jp 

 

総合企画局 企画局  担当：小林 

TEL  ：03-5295-0510 

E メール ：jtuc-kikaku@sv.rengo-net.or.jp 

 

 

受付時間 ：10時 00分～17時 30分（月～金） 

 

 

組織名 ：連合（日本労働組合総連合会） 

代表者名 ：会長 神津 里季生 

発足 ：1989年 11月 

所在地 ：東京都千代田区神田駿河台 3-2-11連合会館 

活動内容 ：すべての働く人たちのために、希望と安心の社会をつくる 

■■調査概要■■ 

◆調査タイトル ：診療明細書に関する患者調査2017 

◆調査対象 ：ネットエイジアリサーチのモニター会員を母集団とする 

   直近1ヶ月間に診療所（※）で受診した全国の30歳以上の男女 

   ※医療法上の定義で「診療所」とは、入院設備がない、 

あるいは入院できる患者定員が19名以下（19床以下）である医療機関のこと。 

◆調査期間 ：2017年8月8日～8月10日 

◆調査方法 ：インターネット調査 

◆調査地域 ：全国 

◆有効回答数 ：1,000サンプル 

 （内訳）   男性：500名（30-39歳 100名/40-49歳 100名/50-64歳 100名/65-74歳 100名/75歳以上100名） 

女性：500名（30-39歳 100名/40-49歳 100名/50-64歳 100名/65-74歳 100名/75歳以上100名） 

◆実施機関 ：ネットエイジア株式会社（担当：吉田） 

■■報道関係の皆様へ■■ 

■■本調査に関するお問合せ窓口■■ 

■■連合(日本労働組合総連合会) 概要■■ 


